
（１）ライフステージに応じた県民スポーツの推進

１０年後の目指す姿

【元気７】「する」「みる」「ささえる」スポーツの推進

現状と課題

◆年齢や性別、障がいの有無などにかかわらず、誰もがそれぞれのライフス
テージに応じて日常的にスポーツに親しみ、健康で活力ある生活を営むこ
とができている。

◆スポーツ環境が整備されるとともに、高度な専門知識や指導技術を有する
指導者が育っている。

◆本県出身選手が、国民スポーツ大会をはじめとした全国大会やオリンピッ
ク、パラリンピックなどの国際大会で活躍している。

■本県の20歳以上の週１回以上のスポーツ実施率は、約５割と近年上昇傾向にありますが、

国の目標値（７割程度）を下回っており、特に30代から50代の働く世代が低い状況です。

■県民が身近な地域でスポーツの楽しさや感動を味わいながら、健康で活力に満ちた生活を

営むためには、スポーツに親しむ機会を一層充実する必要があります。

■また、住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備や県民のニーズに応じた専門性

の高い指導者の養成や確保も必要です。

■国際大会に出場した本県出身選手は着実に増加しています。さらなる競技力の強化や競技

人口の確保、次代を担う各競技団体の指導者養成が必要です。

出典：大分県調べ
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出典：令和５年度 体力・運動能力調査（スポーツ庁）
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主な取組

①生涯にわたってスポーツに親しむ機会の充実

・県民すこやかスポーツ祭や県民スポーツ大会等のスポーツイベン

トの充実

・健康アプリ等を活用した地域や職場におけるスポーツ活動の推進

・多様なスポーツニーズに対応できる総合型地域スポーツクラブの

質的充実

②県民スポーツを支える環境づくりの推進

・利用者の幅広いニーズに対応した県立スポーツ施設の機能の充実

・公認スポーツ指導者資格の取得などを通じた専門性のある質の高

いスポーツ指導者の養成・確保

③障がい者スポーツの振興

・総合型地域スポーツクラブ等と連携した地域における障がい者ス
ポーツの普及・促進

・県パラスポーツ指導者協議会等と連携したスポーツ指導者の養成

④世界に羽ばたく選手の育成

・ジュニア期からの一貫指導体制の確立

・国際大会への遠征費補助による世界に通じる優秀選手の各種大会への参加促進

・各競技の強化拠点となる学校、企業、クラブチーム等に対する支援

・県内のスポーツ指導者に対する指導実績に応じた専門知識や指導技術を学ぶ機会の充実

・優秀選手に対する県内企業への就職支援など産業界との連携

目標指標

未来のスター発掘プロジェクト
（車いすバスケットボール）

ジュニアアスリート発掘事業
（アーチェリー体験）

総合型地域スポーツクラブでの
カヌーイベント

県立武道スポーツセンター
（空手道大会）

指 標 名
基準値 目標値

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 Ｒ10年度 Ｒ15年度

２０歳以上の週１回以上のスポーツ

実施率(％)
57.3 58 59 60 61 62 67

国際大会出場者数(人) 71 72 72 72 72 72 72

主な担当部局：教育庁、福祉保健部
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※１ 九州の経済団体トップと各県知事で構成される九州地域戦略会議において、ラグビーワールドカップ2019™のレガシーの持続的継
承や九州でのサイクルツーリズムの推進、災害が相次いだ九州の復興を象徴するイベントとして開催を決定したUCI（国際自転
車競技連合）公認のサイクルロードレース

（２）スポーツによる地域の元気づくりの加速

１０年後の目指す姿

【元気７】「する」「みる」「ささえる」スポーツの推進

現状と課題

◆国際スポーツ大会や事前キャンプ等の開催地として定期的に本県が選ばれ
ており、国内外との交流人口が拡大し、地域が元気に満ちあふれている。

◆国内のプロスポーツチーム等が県内各地で合宿を行い、選手と住民が活発
に交流している。

◆県内のプロスポーツチーム等による地域に密着した活動を通じて、県民が
スポーツを身近に感じ、親しむようになっている。

※これまでの主な合宿実績

ラグビー男子15人制日本代表、
ハンドボール女子日本代表、
青山学院大学 等
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■スポーツには、観る人を夢中にし、感動させる力があります。スポーツが持つ魅力や特性

を最大限に活用し、地域の元気を創出していく必要があります。

■国際自転車ロードレースであるツール・ド・九州※１など、国際スポーツ大会の開催は、交

流人口の拡大や多大な経済波及効果をもたらすことから、さらなる誘致強化が必要です。

■大規模イベントを大分スポーツ公園で開催する際のアクセス改善が求められています。

■国内のトップアスリート等の合宿は、選手と住民のふれあいによる地域活性化にもつなが

るため、引き続き、誘致に取り組むことが必要です。

■県内には、地域に密着した様々なプロスポーツチームがあります。引き続き、地域との交

流を進めるとともに、若い年代を中心としたファン層を拡大していくことが求められてい

ます。

2,965

出典：大分県調べ

出典：大分県調べ
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主な取組

①大規模スポーツイベントの開催

・ラグビーワールドカップ2019™などのレガシーを活かした新たな

国際大会・大規模大会の誘致

・大分国際車いすマラソンなど、国内外から多くのトップアスリ

ートが参加する大規模大会の継続・充実

・まちづくりや地域活性化の核となるスタジアム等の実現

②ナショナルチームやプロスポーツチーム等の合宿誘致

・優れたスポーツ施設や日本一の温泉などの恵まれた自然を活か

したキャンプ・合宿の誘致

・多様なスポーツ合宿に対応できる環境整備の促進

③スポーツツーリズム※２の推進

・大規模スポーツイベントの開催を通じた地域交流や誘客の促進

・キャンプ・合宿で訪れた選手と地域住民との交流機会の創出や

交流の継続

・キャンプ・合宿施設、宿泊施設、観光情報等の一体的な情報発信

④プロスポーツの観戦機会の拡大と地域交流の推進

・各種イベントと一体となった県民ＤＡＹの開催など、県民のプ

ロスポーツ観戦機会の拡大

・学校訪問や地域イベント参加など、プロスポーツチームと地域

との交流機会の拡大

・チームのＰＲ動画の放映や観戦者招待など、地域密着型プロス

ポーツへの支援

・プロスポーツの持つ集客力や知名度を活用した観光等の情報発信

目標指標

大分トリニータによる訪問交流

ハンガリー・アメリカ女子
水球代表の県内合宿

大分国際車いすマラソン

※２ スポーツを「観る（観戦）」「する（楽しむ）」ための移動だけでなく、周辺の観光やスポーツを「支える」人々との交流等も
付加した旅行形態

ツール・ド・九州2023大分開催

指 標 名
基準値 目標値

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 Ｒ10年度 Ｒ15年度

プロスポーツチーム等による合宿誘致

件数(件)
24 25 26 27 28 30 42

プロスポーツチーム等による地域との

交流件数(件)
79 81 83 85 87 90 107

主な担当部局：企画振興部

114


